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高
齢
者
交
通
事
故
防
止 

モ
デ
ル
地
区
に
指
定 

 

こ
れ
は
五
条
署
管
内
に
お
い
て

平
成
十
二
年
十
月
二
十
二
日
以
降

に
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

な
い
と
い
う
大
変
素
晴
し
い
、
め

ず
ら
し
い
記
録
が
続
い
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
こ
の
地
域
に
お
い
て

は
老
人
が
無
理
を
し
て
外
出
し
て

い
な
い
こ
と
が
良
い
結
果
に
繋
が

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
一
件
で
も

交
通
事
故
を
減
ら
そ
う
と
い
う
地

域
と
五
条
署
と
の
取
り
組
み
の
一

環
で
す
。 

交
通
安
全
委
員
会
の
委
員
長

で
今
回
の
モ
デ
ル
地
区
運
動
の

委
員
長
で
も
あ
る
井
上
氏(

骨

屋
町)

は｢

地
域
の
住
民
が
行
政

の
事
業(

交
通
安
全
面)

を
理
解

し
て
、
警
察
と
共
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
ス
タ
ッ
フ
も
充
実
し
て
お

り
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
出
来
そ
う
で
す
。｣

と
張
り
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

今
後
の
活
動
と
し
て
は 




交
通
安
全
教
室
の
実
施
、 




自
転
車
の
乗
り
方
の
指
導 




明
倫
学
区
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
地
図

(

危
険
地
域
地
図)

の
作
成 




学
区
内
で
の
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 八

月
三
日

の
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー

ト
で
は
五

条
署
の
ブ

ラ
ス
バ
ン

ド
演
奏
の

後
に
暗
闇

で
の
危
険

な
服
装
の

色
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
、
誰
に
で

も
分
か
り
や
す
い
安
全
指
導
を
し
て
い
た

だ
き
、八
月
二
十
九
日
に
は
老
人･

親
子
を

対
象
に
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
多
数

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
井
上
委
員
長
は 

｢

こ
れ
か
ら
も
明
倫
学
区
で
は
高
齢
者
だ
け

で
な
く
全
住
民
に
対
し
て
も
交
通
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

自
治
連
合
会
会
長
に 

吉
田
孝
次
郎
氏
就
任 

 
 祇

園
祭
前
後
か
ら
体
調
不
良
を
訴
え
ら
れ
て

い
た
伊
藤
連
合
会
長(
天
神
山
町)

が
、
八
月

十
一
日
付
け
で
、
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
、

退
任
さ
れ
、

代
わ
っ
て
、

副
会
長
の
吉

田
孝
次
郎
氏

(

六
角
町)

が

各
委
員
会
の

委
員
長
の
推
薦
を
受
け
て
、
就
任
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

吉
田
氏
は
就
任
に
寄

せ
て
、
「
会
長
職
を
極
め
て
公
平
に
務
め
ら

れ
て
、
常
に
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
し
た

伊
藤
祥
男
様
が
八
月
上
旬
に
緊
急
手
術
を
要

す
る
病
気
と
い
う
事
で
明
倫
自
治
連
合
会
会

長
の
辞
任
を
決
意
さ
れ
、
後
事
を
現
本
部
役

員
に
托
さ
れ
た
の
を
受
け
、
去
る
八
月
十
一

日
に
理
事
会
を
開
き
、
相
談
協
議
の
結
果
、

今
年
度
会
長
、
後
期
、
残
存
期
間
を
代
行
す

る
よ
う
に
と
の
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
伊
藤

様
が
健
康
を
回
復
さ
れ
て
会
長
職
を
継
続
し

て
頂
け
ぬ
か
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
が
、
八

十
歳
間
近
の
伊
藤
様
に
は
術
後
の
回
復
に
専

念
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
理
事
諸
氏
の
意
向

も
強
く
、
新
し
い
執
行
体
制
を
選
ぶ
に
至
っ

た
の
で
す
。前
々
会
長
の
秋
山
様
の
頃
よ
り
、

市
政
協
力
委
員
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
長

を
兼
務
す
る
事
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
分
離
、
適
任
者
を
長
と
す
る
事
、
明

倫
自
主
防
災
会
の
会
長
に
つ
い
て
は
今
期
に

限
り
、
吉
田
本
人
が
担
当
し
、
来
期
は
適
任

者
を
長
と
す
る
事
な
ど
を
私
の
仕
事
始
め
と

提
案
し
、
こ
れ
を
了
承
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
明
倫
学
区
民
諸
氏
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

明
倫
自
治
連
合
会
会
長
代
行 

 
 

吉
田
孝
次
郎
（
六
角
町
）」 

と
決
意
を
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
十
六
年
九
月
十
五
日
発
行 

明
倫
自
治
連
合
会
広
報
委
員
会 

 
 
 

発
行
部
数
２
０
０
０
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ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
今
年
の
四
月

と
六
月
に
、
各
町
内
市
政
協
力
委
員
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
し
た
「
マ
ン
シ
ョ
ン

に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

 ■
調
査
の
概
要 

― 

二
種
類
の
調
査
を
実
施 

― 

今
回
の
調
査
は
、
よ
り
よ
い
明
倫
を
目
指

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
や
ル
ー
ル
を
定
め

る
「
明
倫
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」
を
作
る
取

組
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

内
容
と
し
て
は
、
棟
数
、
世
帯
数
な
ど
、

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
現
状
」
を
把
握
す
る
も
の

と
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
二
種
類
の
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 ■
フ
ァ
ミ
リ
ー
分
譲
が
半
数 

― 

学
区
内
マ
ン
シ
ョ
ン
の
現
状 

― 

分
譲
・
賃
貸
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ワ
ン
ル
ー

ム
を
問
わ
ず
、
明
倫
学
区
内
に
あ
る
す
べ
て

の
共
同
住
宅
を
対
象
に
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
平
成
十
六
年
四
月
現
在
、
明

倫
学
区
内
に
は
四
十
六
棟
の
共
同
住
宅
が
あ

り
（
建
築
中
二
棟
を
除
く
、
全
敷
地
が
明
倫 

       学
区
内
の
も
の
）、
戸
数
の
合
計
は
、
千
四
百

二
十
八
戸
で
、
タ
イ
プ
別
の
戸
数
は
図
１
の

と
お
り
で
す
。 

               ●
管
理
人
常
駐
は
四
割
、
町
費
の
全
戸
負

担
は
半
数 

こ
れ
ら
四
十
六
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
う
ち
、

管
理
人
が
常
駐
し
て
い
る
の
は
四
十
％
強
で
、

ま
た
、
町
費
を
全
戸
が
負
担
し
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
は
半
分
程
度
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
町
内
か
ら
の
配
布
物
も
、
ほ

ぼ
半
数
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
か
行
き
渡
っ
て

お
ら
ず
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
面
で
問
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 ■
利
便
性
を
高
く
評
価
、
交
通
安

全
や
子
育
て
環
境
に
問
題 

― 

居
住
者
ア
ン
ケ
ー
ト 

― 

 ●
高
か
っ
た
回
答
率 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
布
、
回
収
状
況
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。 

◇
対
象
世
帯
数
： 

千
四
百
二
十
八
世
帯 

◇
配
布
数
： 

千
三
百
七
十
一
世
帯 

◇
回
収
数
： 

三
百
七
十
世
帯 

◇
回
答
率
： 

約
二
十
七
％ 

二
十
七
％
と
い
う
の
は
、
賃
貸
ワ
ン
ル
ー

ム
も
含
め
た
回
答
率
と
し
て
は
非
常
に
高
く

（
六
十
％
を
超
え
る
回
答
率
の
マ
ン
シ
ョ
ン

も
あ
り
ま
す
）、居
住
者
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
関
心
の
高
さ
が
現
れ
て
い
ま
す
。 

 ●
年
齢
層
は
三
十
代
、
四
十
代
、
居
住
年

数
は
六
年
以
内
が
八
割
以
上 

三
十
歳
代
と
四
十
歳
代
を
合
わ
せ
る
と
、

回
答
を
頂
い
た
方
の
半
数
に
近
く
、
全
体
の 

            

 

六
十
三
％
が
女
性
で
し
た
。 

ま
た
、
居
住
年
数
は
、
三
年
以
内
が
五
十

九
％
を
占
め
、
四
～
六
年
を
合
わ
せ
る
と
八

十
六
％
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
方
々
は
明
倫
学
区
の
様
子
が
ま

だ
よ
く
解
ら
な
い
と
い
う
方
が
多
く
、
地
域

へ
の
関
心
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 ●
多
い
単
身
者 

居
住
者
の
世
帯
タ
イ
プ
は
単
身
者
が
四
十

三
％
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
も
単
身
者
が
多
く
、
お
子
さ
ん
の
あ
る

世
帯
は
三
十
％
と
比
較
的
少
数
で
す
。 

こ
れ
は
、
永
住
意
思
の
あ
る
方
の
割
合
、

三
十
二
％
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。 

             ●
「
交
通
機
関
の
便
利
さ
」
が
魅
力
、 

< 

居
住
理
由 > 

居
住
理
由
に
つ
い
て
は
、「
交
通
機
関
が

便
利
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
「
京
都

の
都
心
部
で
あ
る
」、「
生
活
に
必
要
な
店
や

施
設
が
多
い
」、「
職
場
（
学
校
）
が
近
い
」

マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者 

ま
ち
づ
く
り
に
強
い
関
心
！ 

マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
結
果
（
概
要
）

図２ 居住年数 

 

3年以内
59%

7～9年
6%

4～6年
27%

10年以上
4%

不明
4%

 

単身者
43%

不明
1%その他

5%

夫婦のみ
21%

2世代以
上の世帯

30%

図３ 世帯タイプ 

図１　タイプ別戸数

49%

12%

6%

31%

2%

ファミリー分譲

ファミリー賃貸

ワンルーム分譲

ワンルーム賃貸

不明

全戸数　1,428戸

図１ タイプ別戸数 
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な
ど
、
京
都
の
ま
ち
な
か
に
あ
る
明
倫
学
区

の
便
利
さ
が
、
大
き
な
魅
力
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
窺
え
ま
す
。 

                      ● 

公
園
・
緑
の
少
な
さ
、
交
通
安
全
、 

日
照
な
ど
が
問
題 

< 

住
み
に
く
い
理
由 > 

明
倫
学
区
の
住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
は
、

「
非
常
に
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
を

合
わ
せ
八
十
％
近
い
人
が
「
住
み
や
す
い
」

と
答
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
問
題
点
と
し
て

は
、「
公
園
や
緑
が
少
な
い
」、「
通
り
に
車

な
ど
が
多
く
危
険
」、「
「
日
照
や
空
気
が
悪

い
」、「
子
育
て
施
設
や
遊
び
場
が
少
な
い
」

な
ど
、
都
心
部
特
有
の
問
題
が
多
く
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 ●
「
祇
園
祭
」
な
ど
地
域
の
行
事
や
活
動

に
大
き
な
関
心 

< 

参
加
し
た
い
行
事
・
活
動 > 

参
加
し
た
い
行
事
・
活
動
に
つ
い
て
は
、

明
倫
学
区
の
誇
り
で
あ
る
「
祇
園
祭
」
へ
の

参
加
希
望
が
非
常
に
多
く
、「
地
蔵
盆
」や
そ

の
他
地
域
の
行
事
・
活
動
に
高
い
関
心
を
お

持
ち
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
ま
ち
な
か
の
九
学
区
が
共
同
し

毎
年
十
一
月
に
実
施
し
て
い
る
「
ま
ち
な
か

を
歩
く
日
」
や
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
開

催
し
て
い
る
「
夜
話
の
座
」
な
ど
へ
の
関
心

が
目
立
ち
ま
す
。 

                   

●
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
多
く
の
具
体
的

な
ご
意
見
が
得
ら
れ
ま
し
た 

ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
の
高
さ
を
反
映
し
、

回
答
者
の
三
割
を
上
回
る
百
十
七
名
の
方
に

自
由
回
答
形
式
で
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。 

す
べ
て
の
ご
意
見
を
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん

が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
テ
ー
マ
別
に
分
類
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

地
域
へ
の
関
心
の
高
さ
を
物
語
る
「
地
域

の
行
事
や
活
動
・
サ
ー
ク
ル
感
動
に
関
す
る

意
見
」と
と
も
に
、「
交
通
問
題
」、「
子
育
て 

                        

                   

環
境
」、「
ま
ち
な
み
」、「
地
域
情
報
」、「
交

流
」、「
緑
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
ま
ち
づ
く
り

に
関
し
て
重
要
な
事
柄
に
関
す
る
ご
意
見
が

多
く
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
も
、

右
の
よ
う
に
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
「
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
」
の
活
動
や
、「
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」
づ

く
り
に
あ
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
考

え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
頂
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
を
申
し
あ

げ
ま
す
。 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

河
野 

泰  

 

【テーマ別意見】 ※（ ）内の数字は意見数。なお，意見数は重複しています。 

テーマ 意見数 自由意見のｷｰﾜｰﾄﾞ 

地域の行事や活動・サークル活動等に関する意見 ２１ 「活動」 
交通問題に関する意見 ２０ 「交通」 

子育て環境・子育て施設等に関する意見 １７ 「子育て環境」 

まちなみ・建築物等に関する意見 １６ 「まちなみ」「建築」 
広報・地域の情報等に関する意見 １２ 「広報」 
交流に関する意見 １１ 「交流」 
緑に関する意見 １０ 「緑」 

マナー問題に関する意見 ８ 「マナー」 

伝統・歴史に関する意見 ６ 「伝統歴史」 

商業・産業に関する意見 ５ 「商業」「産業」 

環境問題に関する意見 ３ 「環境問題」 

その他の意見 ２９ 「その他」 
 

 
                          

※（ ）内の数字は意見の数 

 芸術センターの校庭等の活用に関する意見（６） 
 元幼稚園の活用に関する意見（４） 
 ホームページ(インターネット)を活用した情報発信 
 散歩の会（健康のための歩く法） 
 町全体の色の統一 
 看板の色の規制 
 室町通の通行規制 
 電柱の地中化 
 空地を活用した有料駐輪場の設置 
 マンション住人が町民意識をもてるような方策を考える など 

 

まちづくりアイデア（主なもの） 

111

165

286

89

177

61

8

13

21

38

18

職場(学校)が近い

生活に必要な店や施設が近い

交通機関が便利

まちの雰囲気が良い(好き)

京都の都心部である

祇園祭がある

子供の教育環境が良い

近くに総合病院がある

生まれた(育った)ところである

親族や知人が近くに住んでいる

その他

図４ 居住理由 

56

35

28

39

73

23

134

9

11

3

9

11

23

8

2

10

203

祇園祭

地蔵盆・大日さん

区民運動会

ボーリング大会

もちつき大会

明倫夜話の座

キッズパーク明倫

まちなかを歩く日

明寿会(老人クラブ)

倫の会(女声コーラス)

剣道部

空手部

卓球部

テニス部

フォークダンス部

ゲートボール部

その他

図５ 参加したい行事・活動 

十
一
月
十
三
・
十
四
日
は
『あ
る
く
ら
の
日
』 



明倫ニュース第８号 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
－４－

     
第
六
回 

 

「
鉾
の
道
を
考
え
る
」 

 

今
回
は
立
命
館
大
学
理
工
学
部
の
八
木
康

夫
先
生
と
学
生
さ
ん
た
ち
を
お
招
き
し
て
、
昨

年
行
い
ま
し
た
「
鉾
の
道
」
景
観
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
そ
れ
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
、
京
都
市
の
方
か
ら

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
電
線
地
中
化
の
事
例

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
元

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
活
発
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

「
昔
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
の
ほ
う
が
ハ

イ
カ
ラ
で
い
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
の
若
い

人
の
感
覚
は
ど
う
だ
ろ
う
？ 

学
生
が
い
い

と
思
う
デ
ザ
イ
ン
を
見
て
み
た
い
」 

「
山
鉾
と
町
並
み
景
観
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
ど

う
か
？ 

ビ
ル
と
鉾
は
マ
ッ
チ
し
な
い
が
、
今

の
時
勢
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い 

い
い
部

分
が
現
状
維
持
で
き
れ
ば
い
い
が
・
・
・
・
・

将
来
は
ど
う
な
る
か
心
配
」 

「
電
柱
の
色
を
変
え
る
と
か
、
換
気
扇
の
色
を

変
え
る
と
か
、
や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
み

て
は
ど
う
か
」 

「
公
共
心
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
て
き
た 

昔

の
町
式
目
で
は
か
な
り
き
つ
い
こ
と
を
決
め

て
い
た 

公
共
心
を
高
め
ず
に
行
政
に
頼
り

き
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
」 

「
松
坂
屋
の
存
在
が
危
う
い
と
心
配
し
た
が
、

表
の
樋
を
ブ
ロ
ン
ズ
で
や
り
変
え
た
の
を
見

て
、
さ
す
が
は
松
坂
屋
だ
と
思
っ
た 

京
都
に

ふ
さ
わ
し
い
店
を
続
け
る
意
思
表
示
と
見
た 

そ
う
い
う
気
持
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
行
き

続
け
て
い
け
ば
・
・
・
・
・
」 

「
最
悪
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
『
こ
れ

で
は
い
か
ん
』
と
思
え
れ
ば
意
識
が
高
ま
る
の

で
は
」 

「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
代
表
す
る
よ
う
な
建

物
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
建
て
ば
い
い
と
思
う 

明
治
の
町
家
と
昭
和
の
町
家
は
横
の
線
が
つ

な
が
り
、
う
ま
く
連
担
し
て
い
る
」 

「
五
十
年
に
一
度
新
し
い
タ
イ
プ
の
町
家
が

生
ま
れ
て
い
る 

時
々
の
生
活
様
式
に
合
わ

せ
な
が
ら
再
生
タ
イ
プ
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
降
再
生
タ
イ
プ
は
生
ま
れ
て
い
な
い 

新
し
い
素
材
で
で
き
た
建
物
と
ト
ラ
デ
ィ
シ

ョ
ナ
ル
な
建
物
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
が
矛
盾

と
し
て
現
れ
て
い
る
」 

「
都
市
で
あ
り
つ
づ
け
る
に
は
、
再
生
し
な
け

れ
ば
化
石
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う 

そ
う

な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
新
旧
の
バ
ラ
ン

ス
を
ど
う
取
る
か
が
こ
の
地
域
や
京
都
の
問

題
だ
」 

「
昔
は
夏
に
表
に
床
几
を
出
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た 

そ
の
よ
う
な
公
共
の
場
が
な
く
な
っ
た
こ
と

が
、
公
共
心
の
低
下
、
町
並
み
へ
の
関
心
が
低

下
し
た
こ
と
の
ひ
と
つ
の
要
因
で
は
？ 

夕

涼
み
を
再
現
し
て
は
ど
う
か
？
」 

「
祭
り
も
生
き
物
、
い
ろ
ん
な
体
験
を
し
な
が

ら
悶
え
な
が
ら
悶
え
な
が
ら
、
続
い
て
き
た 

祇
園
祭
に
対
す
る
地
域
住
民
の
思
い
に
、
深
く

し
み
じ
み
と
し
た
も
の
が
あ
る
か
ら
、
乱
開
発

を
防
ぎ
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と
を
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
気
分
が
今
も
生
き
て
い
る
」 

さ
て
、
立
命
館
大
学
に
よ
る
「
鉾
の
道
」
の
デ

ザ
イ
ン
研
究
は
現
在
も
続
い
て
お
り
、
十
一
月

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
の
共
催
で
再
び

デ
ザ
イ
ン
展
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

 

第
七
回 

 
 

 
 

 

南
観
音
山 

 

          

南
観
音
山
（
百
足
屋
町
）
の
理
事
、
木
村
正

之
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
約
４
０
名
の
方
々
も
興
味
深
く
祇
園

祭
の
こ
と
に
つ
い
て
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま

し
た
。 

木
村
さ
ん
は
「
お
祭
り
」
に
携
わ
っ
て
か
ら

す
で
に
４
０
数
年
を
数
え
、
代
々
百
足
屋
町

で「
刺
繍
」の
お
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

当
日
も
お
父
様
の
刺
繍
作
品
な
ど
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

特
に
祇
園
祭
巡
行
が
先
祭
り
、
後
祭
り
と
分

か
れ
て
巡
行
し
て
い
た
当
時
の
こ
と
や
、
ま

た
寺
町
通
り
や
松
原
通
り
等
の
狭
い
通
り
を

ど
の
よ
う
に
し
て
巡
行
し
て
い
た
か
な
ど
で

す
。 

特
に
三
条
新
町
の
狭
い
角
を
曲
が
る
に
は
、

当
時
あ
っ
た
お
店
の
中
ま
で
引
き
手
達
は
突

っ
込
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
そ
う
で
、
そ
の

大
変
な
様
子
が
手
に
取
る
よ
う
で
す
ね
。 

ま
た
辻
回
し
の
際
、
竹
を
車
輪
の
下
に
引
き

込
む
の
は
最
近
で
、
昔
は
柳
の
枝
を
使
っ
て

い
た
こ
と
な
ど
興
味
深
い
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

現
在
は
、
南
、
北
両
観
音
山
に
そ
び
え
る
、

松
の
木
が
な
か
な
か
入
手
困
難
で
、
組
み
立

て
時
に
行
司
が
じ
ゃ
ん
け
ん
で
松
の
木
を
選

定
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ほ
ん
と
、
私
た

ち
に
は
見
た
こ
と
が
な
い
、
お
町
内
な
ら
で

は
面
白
い
お
話
で
し
た
。
も
っ
と
も
昔
は
も

っ
と
ゆ
っ
く
り
と
、
巡
行
す
る
ほ
う
も
、
見

物
す
る
ほ
う
も
、
一
日
か
け
て
祇
園
祭
の
巡

行
を
楽
し
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。 

木
村
さ
ん
の
お
話
は
、
南
観
音
山
の
一
年
間

に
わ
た
る
行
事
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。 

特
に
現
在
で
も
７
月
３
１
日
に
は
愛
宕
山
に

奉
納
の
た
め
登
ら
れ
、愛
宕
神
社
神
前
に
て
、

お
囃
子
の
ご
奉
納
を
な
さ
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。 

ま
た
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
る
、

「
お
囃
子
」
に
つ
い
て
、
お
囃
子
方
へ
の
参

加
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
ま
た
お
囃

子
の
曲
目
に
つ
い
て
、
曲
数
、
通
り
毎
に
曲

が
変
わ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
細
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
の
狭
い
「
お
山
」

に
５
０
名
も
の
人
が
乗
っ
て
お
ら
れ
る
と
は

と
驚
く
こ
と
が
と
て
も
多
く
、
興
味
が
尽
き

な
い
も
の
で
し
た
。 

百
足
屋
町
は
、
最
近
も
独
自
に
「
町
内
式
目
」

を
定
め
ら
れ
、
ご
町
内
の
活
動
が
と
て
も
盛

ん
な
町
内
で
す
。 

第
八
回 

 

８月１８日 

芸術センター3F 
ミーティングルーム 

５月１９日 

芸術センター・3F 
ミーティングルーム 
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明倫学区マンション紹介 

烏
帽
子
屋
町 

室
町
通
り
の

三
条
か
ら
六
角

の
間
が
、
今
回
ご

紹
介
す
る
烏
帽

子
屋
町
で
す
。 

も
と
も
と
豊
臣

秀
吉
が
京
の
都

に
乗
り
込
ん
で

き
た
慶
長
年
間
に
、
ば
ら
ば
ら
に
住
ん
で
い 

た
職
人
を
一
ま
と
め
に
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生

ま
れ
た
名
称
で
あ
る
よ
う
で
す
。 

扇
の
骨
を
作
る
職
人
の
骨
屋
町
、
法
衣
職
人
を

集
め
た
衣
棚
、
釜
師
を
集
め
た
釜
座
町
等
、 

旧
市
内
に
は
そ
の
て
の
町
名
が
た
く
さ
ん
残

っ
て
い
ま
す
。
お
寺
ま
で
集
約
し
て
寺
町
を
つ 

く
る
の
は
太
閤
秀
吉
ら
し
い
、
何
事
も
合
理
的

で
商
工
業
の
効
率
化
を
狙
っ
た
一
環
の
産
物 

と
思
え
ま
す
。 

烏
帽
子
と
は
平
安
時
代
以
降
の
男
性
用
の
帽

子
で
、
公
家
・
武
家
の
平
服
用
、
庶
民
の
外
出 

用
な
ど
に
広
く
用
い
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
さ
す
が
に
現
代

で
は
見
か
け
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
神
社
の
宮
司
さ
ん
や
、

相
撲
の
行
司
さ
ん
、
お
雛
さ

ん
の
人
形
な
ん
か
で
そ
れ
な

り
に
形
は
思
い
浮
か
ぶ
で
し

ょ
う
。 

実
は
、
私
の
父
は
こ
の
名
前

が
気
に
入
っ
て
、
当
町
に
引

っ
越
し
て
き
た
の
で
す
。
帽

子
の
商
い
を
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
烏
帽
子
は
エ
ー
ボ

ウ
シ
に
通
す
る
と
、
昭
和
２
８
年
に 

ほ
と
ん
ど
決
ま
り
か
け
て
い
た
場
所
を
止
め

て
、
こ
ち
ら
へ
移
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

約
５
０
年
、
何
百
年
も
こ
こ
で
商
売
を
し
て
い

る
風
に
勘
違
い
を
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
の

で
、
父
に
し
て
み
れ
ば
、
し
て
や
っ
た
り
と
墓

場
で
思
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

当
町
の
も
う
ひ
と
つ
の
顔
は
祇
園
祭
の
黒
主

山
で
す
。
昨
今
の
ご
時
世
で
マ
ン
シ
ョ
ン
も
増 

え
、
建
築
中
の
も
の
含
め
る
と
合
計
５
棟
に
な

り
ま
す
。
世
帯
数
も
以
前
の
二
十
七
軒
か
ら 

二
百
五
十
軒
ち
か
く
に
な
り
、
す
い
ぶ
ん
賑
や

か
に
な
り
ま
し
た
。
お
祭
り
の
お
手
伝
い
に
加

わ
っ
て
く
だ
さ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
も
増

え
て
き
て
、
町
内
つ
き
あ
い
が
広
が
っ
て
き
た

の
は
何
と
も
喜
ぱ
し
い
事
で
す
。 

平
成
１
７
年
の
４
月
に
は
新
し
く
出
来
る
マ

ン
シ
ョ
ン
の
１
階
に
黒
主
山
の
収
蔵
庫
が
誕

生
し
、
お
祭
り
期
間
は
ロ
ビ
ー
が
町
会
所
に
な

り
ま
す
。 

従
来
よ
り
広
く
て
快
適
な
空
間
に
、
ご
神
体
や

懸
装
品
の
お
飾
り
が
で
き
る
事
を
皆
が
今
か 

ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
来
年
の
夏

に
は
烏
帽
子
屋
町
の
黒
主
山
を
見
に
来
て
下 

さ
い
。 

大
田 

正
樹
（
烏
帽
子
屋
町
） 

  

第
二
回  

『
レ
ス
タ
ー
ジ
ュ
四
条

烏
丸
ラ
テ
ィ
ス
』 

所
在
地
：
中
京
区
室
町
通

錦
小
路
下
る
菊
水
鉾
町
５

７
３
番
地 

 

レ
ス
タ
ー
ジ
ュ
四
条
烏

丸
ラ
テ
ィ
ス
（
略
し
て
、

ラ
テ
ィ
ス
）
は
平
成
１
４

年
（
２
０
０
２
年
）
９
月

か
ら
入
居
、 

 

鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

１
３
階
建
で
、
総
戸
数
は

８
７
戸
で
す
。 

 

１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
は
、
京
都
の
路
地

裏
の
雰
囲
気
を
出
し
、
２

階
に
は
、
菊
水
鉾
保
存
会

会
所
が
あ
り 

 

祇
園
祭

期
間
中
使
用
さ
れ
ま
す
。

十
二
階
に
は
、
大
文
字
送

り
火
の
観
覧
用
テ
ラ
ス
が

あ
り
ま
す
。 

 

ラ
テ
ィ
ス
管
理
組
合
は

今
年
で
２
期
目
と
な
り
ま

す
。
今
年
６
月
に
は
、
消
防
避
難
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。 

 

ラ
テ
ィ
ス
の
地
は
、
茶
道
の
始
祖
千
利
休

に
師
事
し
た
、
茶
人
の
武
野
紹鷗

が
「
菊

水
の
井
」
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
こ
こ
に
庵

を
結
び
茶
亭
を
“
大
黒
庵
”
と
称
し
ま
し

た
。
ま
た
、
金
剛
流
能
舞
台
の
跡
地
で
も

あ
り
ま
す
。 

レ
ス
タ
ー
ジ
ュ
四
条
烏
丸
ラ
テ
ィ
ス
と 

菊
水
鉾
町 

 

菊
水
鉾

町
内
の
開

催
さ
れ
る

集
会
に
は

積
極
的
に

参
加
し
て

い
き
た
い
。 

   

レ
ス
タ
ー
ジ
ュ
四
条
烏
丸
ラ
テ
ィ
ス
と 

祇
園
祭 

 

ラ
テ
ィ
ス
居
住
者
の
中
で
現
在
９
軒
が
菊

水
鉾
保
存
会
に
入
会
し
て
い
ま
す
。
入
会

者
以
外
で
も
、
七
月
一
日
か
ら 

 

二
十

八
日
の
祇
園
祭
期
間
中
、
ち
ま
き
作
り
や

ち
ま
き
等
の
授
与
、
鉾
片
付
け
等
に
参
加

し
ま
す
。 

 

レ
ス
タ
ー
ジ
ュ
四
条
烏
丸
ラ
テ
ィ
ス
と 

明
倫
学
区 

 

明
倫
自
治
連
合
会
の
発
信
基
地
に
な
る
よ

う
努
力
し
た
い
。 

 

京
都
の
中
心
部
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
環

境
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記
・
レ
ス
タ
ー
ジ
ュ
四
条
烏
丸
ラ
テ
ィ
ス 

 
 

管
理
組
合 

 

 

黒主山 
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都
会
の
オ
ア
シ
ス
「
ビ
オ
ト
ー
プ
」
を
み

ん
な
の
力
で
つ
く
り
ま
せ
ん
か 

  

人
類
は
長
年
に
わ
た
っ
て
自
然
を
破
壊
し

て
き
ま
し
た
。
い
ま
、
人
々
は
そ
の
よ
う
な
自

然
破
壊
が
人
類
自
身
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
危

う
い
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
行
為
で
あ
っ
た

か
に
気
づ
き
、
よ
う
や
く
各
所
で
自
然
の
保

存
・
回
復
・
創
造
に
取
り
組
む
動
き
が
盛
り
上

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人
々
は
気
づ
き
始
め
た

の
で
す
：「
身
の
回
り
か
ら
チ
ョ
ウ
、
ト
ン
ボ
、

ブ
ン
ブ
ン
、
バ
ッ
タ
、
秋
の
虫
な
ど
の
昆
虫
、

さ
ま
ざ
ま
な
声
で
歌
う
小
鳥
が
い
な
く
な
っ

た
世
界
な
ん
て
な
ん
と
味
気
な
い
も
の
」
と 

 

「
ビ
オ
ト
ー
プ
」
と
い
う
の
は
、
元
々
そ
の

地
域
本
来
の
野
生
生
物
が
棲
む
こ
と
が
で
き

る
空
間
と
い
う
意
味
で
す
。
最
近
で
は
、
地
域

の
自
然
を
回
復
お
よ
び
創
造
す
る
活
動
を
も

意
味
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
ヒ
ト
と
野
生
生
物

が
共
存
し
て
い
く
社
会
お
よ
び
そ
れ
お
創
造

す
る
と
い
う
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

市
街
地
で
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
創
る
よ
う
な

広
い
場
所
は
最
早
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
見

え
ま
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ
は
確
か
に
広
い
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
小
さ
い
ビ
オ
ト
ー

プ
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
島
の
よ
う
に
連
続
し

て
存
在
す
れ
ば
そ
れ
で
も
良
い
の
で
す
。
こ
れ

は
生
態
的
回
廊
（
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
コ
リ
ド
ー
）

と
い
い
、
昆
虫
や
鳥
は
こ
の
島
を
渡
り
歩
い
て

山
や
森
か
ら
街
の
中
深
く
ま
で
遊
び
に
来
て

く
れ
る
の
で
す
。 

 

近
年
、
小
学
校
を
中
心
に
「
学
校
ビ
オ
ト
ー

プ
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
の
ち

ょ
っ
と
し
た
校
舎
脇
や
中
庭
を
利
用
し
て
ビ

オ
ト
ー
プ
を
造
る
も
の
で
す
。
多
く
の
学
校
に

小
さ
な
ビ
オ
ト
ー
プ
を
造
る
こ
と
に
よ
り
ビ

オ
ト
ー
プ
の
繋
が
り
を
形
成
す
る
も
の
で
す
。

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
こ
れ
だ
け
で
な
く
環
境

教
育
を
は
じ
め
広
い
範
囲
の
教
材
、
情
操
教
育
、

自
由
な
遊
び
の
場
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て

迎
え
ら
れ
ま
す
。
実
際
に
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
に

取
組
ん
だ
学
校
の
多
く
の
ケ
ー
ス
で
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
を
は
じ
め
地
域
の
人
達
が
一
緒
に
労
力
を

提
供
し
た
り
、

資
材
や
得
意

と
す
る
技
術

を
提
供
し
た

り
、 

地
域
ぐ
る
み

の
活
動
に
発

展
し
、
そ
れ
お

き
っ
か
け
に

地
域
の
協
調

性
や
親
睦
が

向
上
し
て
い

ま
す
。 

 

ビ
オ
ト
ー
プ
は
元
々
野
生
生
物
を
含
む
自

然
の
復
元
を
含
め
た
環
境
問
題
の
一
環
と
し

て
始
ま
っ
た
も
の
で
す
が
、
最
近
で
は
市
街
地

で
の
癒
し
の
場
を
造
り
出
す
と
い
う
意
義
を

も
担
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
街
中
に
心
の

安
ら
ぐ
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
場
を
造
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ
の
水
辺
で
は
し

ゃ
ぎ
ま
わ
る
幼
児
と
そ
れ
を
見
守
る
若
い
お

母
さ
ん
達
の
幸
せ
そ
う
な
時
間
、
高
齢
者
の
方

が
住
ま
い
の
近
く
で
ゆ
っ
く
り
と
憩
え
る
場
、

子
供
達
が
昆
虫
を
追
っ
た
り
観
察
し
た
り
で

き
る
場
、
近
所
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
緑
豊
か
な

雰
囲
気
で
昼
の
弁
当
を
楽
し
み
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
る
場
、
そ
れ
が
市
街
地
の
ビ
オ
ト
ー
プ

で
す
。
そ
れ
は
行
政
サ
イ
ド
か
ら
の
発
想
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
の
街
は
自
分
た
ち
が
住
み
や

す
い
よ
う
に
住
民
自
身
で
改
善
し
て
ゆ
く
と

い
う
ま
ち
づ
く
り
の
発
想
か
ら
の
み
出
て
き

ま
す
。
発
想
だ
け
で
な
く
住
民
自
身
が
力
を
合

わ
せ
て
設
計
し
、
住
民
が
協
力
し
て
建
設
す
る

過
程
で
生
ま
れ
る
住
民
交
流
・
自
治
意
識
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
明
倫
学
区
は
商
業
地
区
で
自
然
を

創
出
す
る
場
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
見
え

ま
す
。
こ
の
不
景
気
な
時
期
に
「
自
然
」
ど
こ

ろ
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し

か
し
明
倫
学
区
は
決
し
て
そ
ん
な
無
粋
な
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
多
く

の
商
家
で
は
家
の
中
に
庭
園
を
造
り
立
派
な

古
木
や
美
し
い
竹
や
ぶ
さ
え
取
り
入
れ
て
お

ら
れ
（
最
近
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
で
失
わ
れ
た

の
は
実
に
情
け
な
い
こ
と
で
す
）、
伝
統
的
に

自
然
を
尊
ぶ
街
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
ご
承

知
の
こ
と
で
す
ね
。 

 

明
倫
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
中
で
は
「
他
の

地
区
に
先
駆
け
て
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
ビ
オ

ト
ー
プ
を
造
ろ
う
」
と
の
情
熱
が
盛
り
上
が
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
志
の
あ
る
方
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
一
緒

に
考
え
、
一
緒
に
自
分
た
ち
の
街
を
創
り
ま
し 

 
 

ょ
う
。 

 
 
 
 

斉
藤
昌
義
（
鯉
山
町
） 

 

『
高
倉
小
学
校
十
周
年 

記
念
式
典
の
思
い
出
』 

 

式
典
に
参
加
し
て
感
じ
た
事
を
書
き
ま
す
。

式
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

く
す
玉
割
り
を
初
め
て
見
て
、
き
れ
い
だ
っ
た

し
、
田
島
ゆ
き
ひ
こ
先
生
の
講
演
会
も
あ
り
ま

し
た
。
田
島
先
生
は
、
僕
の
持
っ
て
い
る
『
じ

ご
く
の
そ
う
べ
い
』
の
作
者
だ
っ
た
し
、
こ
の

本
は
僕
の
大
好
き
な
本
だ
か
ら
で
す
。
そ
れ
と

田
島
先
生
は
、
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
の
お
話
も
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
又
、
僕
た
ち
は
高
倉
小
学

校
の
誕
生
日
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

３
年
生
は
、
平
成
１
３
年
と
８
年
の
出
来
事
を

言
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
く
す
玉
割
り
で
す
。

周
り
を
金
色
の
紙
で
包
ん
だ
く
す
玉
の
登
場

で
し
た
。
丸
く
な
か
っ
た
の
で
「
へ
ん
な
形
だ

な
」
と
思
っ
た
ら
、
バ
ケ
ツ
を
二
つ
重
ね
て
作

っ
て
あ
っ
た
の
で
「
工
夫
し
た
な
」
と
思
い
ま

し
た
。
く
す
玉
か
ら
は
花
が
出
て
き
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
が
、
真
ん
中
か
ら
大
き
な
文
字
で

お
祝
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。
僕
も
心
の

中
で
「
お
め
で
と
う
」
と
い
い
ま
し
た
。 

高
倉
小
学
校 

 

三
年
生 

井
上 

旺
ひ
か
る

（
鯉
山
町
） 

 

▽
街
を
明
る
く
△
。 

防
犯
委
員
会
で
は
夜
間
の
犯
罪
を
防
ぐ
為

に
門
灯
、
街
灯
を
点
灯
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
犯
罪
の
無
い
街
を
作
る
為
に
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

写真提供： 
ＮＰＯビオトープネットワーク京都 
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

 
明
寿
会(
め
い
じ
ゅ
か
い) 

 

明
寿
会
は
明
倫
自
治
連
合
会
傘
下
の
老
人
会

の
名
称
で
、
現
在
百
名
ほ
ど
の
会
員
が
お
ら

れ
ま
す
。 

会
の
目
的
は｢

出
来
る
だ
け
外
に
出
て
い
き
、

お
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
独

居
老
人
に
な
る
こ
と
な
く
、
第
二
の
人
生
を

楽
し
く
過
ご
そ
う｣

と
い
の
も
の
で
、お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
も
の
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
る
よ
う
で
す
。 

お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
の
は
、
西
ブ
ロ
ッ
ク

を
岸
本
氏(

釜
座
町)

が
、
東
ブ
ロ
ッ
ク
を
五

藤
氏(

西
錦
小
路
町)

が
、
会
計
を
池
垣
氏(

了

頓
逗
子
町)

、
総
務
を
田
和
氏(

玉
蔵
町)

と
田

村
氏(

西
錦
小
路
町)

が
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
資
格
は
明
倫
学
区
に
お
住
ま
い
の
六

十
才
以
上
の
方
な
ら
誰
で
も
入
会
で
き
、
年

会
費
は
一
五
〇
〇
円
で
す
。(

九
十
才
以
上
無

料) 活
動
内
容
は
囲
碁
倶
楽
部
、
陶
芸
倶
楽
部
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
倶
楽
部
の
三
つ
が
あ

り
、
ど
れ
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。 

 
 

陶
芸
倶
楽
部 

毎
月
二
回
、芸
術
セ
ン
タ
ー
陶
芸
室
に
て
、

湯
の
み
か
ら
始
め
て
花
器
ま
で
を 

近
藤
濶
先
生(

日
本
伝
統
工
芸
会
正
会
員)

の

指
導
で
す
。会
費
は
一
回
二
〇
〇
〇
円
で
す
。 

現
在
女
性
ば
か
り
十
一
名
が
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。 

囲
碁
倶
楽
部 

毎
週
金
曜
日
午
後
一
時
よ
り
元
明
倫
幼
稚

園
老
人
ク
ラ
ブ
室
で
開
い
て
い
ま
す
。 

五
藤
氏
の
指
導
で
会
費
は
無
料
で
す
。
現

在
八
名 

 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
倶
楽
部 

六
月
、
十
月
、
三
月
の
第
四
土
曜
日
の
午

後
．
元
明
倫
幼
稚
園
老
人
ク
ラ
ブ
室
に
て
年

三
回
の
講
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。 

浪
越
喜
美
子
先
生(

大
津
市
在
住)

指
導
の
も

と
に
女
性
十
四
名
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。． 

一
回
の
講
習
で
は
作
品
は
出
来
上
が
り
ま
せ

ん
の
で
、
仕
上
げ
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て 

田
和
さ
ん
、
池
垣
さ
ん
が
教
え
て
い
ま
す
。

三
月
に
は
中
京
作
品
展
に
出
品
し
ま
す
。 

 他
に
も
年
に
一
度
の
総
会
と
有
志
が
集
ま
っ

て
の
お
花
の
鑑
賞
会
等
を
開
い
て
い
ま
す
。

入
会
希
望
者
は
い
つ
で
も
歓
迎
で
す
。 

連
絡
先
： 

岸
本
（
２
２
１
）
２
０
８
３. 

五
藤
（
２
２
１
）
５
３
９
２ 

 

池
垣
（
２
２
１
）
２
６
５
８ 

ま
で 

 
 

ラ
ジ
オ
体
操 

 

少
年
補
導
委
員
会
主
催
（
体
振
後
援
）
の

ラ
ジ
オ
体
操
が
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
六

日
ま
で
十
六
日
間
、
毎
朝
七
時
十
五
分
よ
り

三
十
分
、
芸
術
セ
ン
タ
ー
校
庭
で
開
か
れ
ま

し
た
。
体
振
の
吉
沢
氏
の
（
炭
ノ
座
町
）
の

演
技
に
あ
わ
せ
て
子
供
六
十
人
ほ
ど
大
人

三
十
人
ほ
ど
が
校
庭
一
杯
に
体
を
伸
ば
し

て
い
ま
し
た
。
島
田
氏
（
少
年
補
導
）
に
よ

る
と
、「
年
々
、
子
供
の
数
が
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
今
年
は
皆
勤
賞
が
十
三 

人
、
精
勤
賞
が
十
五
人
で
し
た
。」
と
う
れ

し
そ
う
で
し
た
。 

  

 

明

倫

祭

事

委

員

会 
 
 

中
尾
金
次
郎 

今
年
の
祇
園
祭
は 

無
事
に
盛
大
に
巡
行

さ
れ
学
区
の
皆
様
の
益
々
の
繁
栄
と
隆
昌
を

祈
り
ま
し
た 

当
日
は
と
て
も
暑
く 

目
も

眩
む
ば
か
り
で
し
た
が 

山
鉾
は
絢
爛
と
し

て
悪
を
祓
い 

町
を
清
め
ま
し
た 

特
に
は

ず
ん
だ
の
は
二
十
四
日
で 

神
輿
が
納
ま
り

御
霊
移
し
が
済
み
ま
し
た
ら
夜
中
を
過
ぎ
二

十
五
日
に
な
り
ま
し
た 

吉
田
幸
次
郎
氏
と

私
は 

お
か
げ
で
今
年
も
渡
御
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た 

日
本
の
祭
は 

自
然
と
調
和 

自
然
と
順
応 

自
然
の
中
に
神
を
祀
っ
て
き
ま
し
た 

 

祇
園
祭
は
一
つ
の
面
と
し
て 

お
社
の
中
で

は
い
づ
れ
も
神
々
へ
豊
穣
を
祈
り
収
穫
を
感

謝
し
疫
病
を
払
う
儀
式
か
ら
始
ま
る
の
を
見

る
な
ら
我
々
が
楽
し
む
為
の
も
の
で
な
く 

神
を
迎
え
神
に
捧
げ
る
為
の
も
の
で
あ
っ
た 

も
う
一
面
の
社
の
外
で
は
特
異
な
空
間
を
創

り
非
日
常
的
な
空
間
で 

日
々
の
倦う

ん
で
し

ま
っ
た
暮
ら
し
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
ハ

レ
の
面 

こ
の
両
面
が
揃
っ
て
こ
そ
祭
な
の

で
あ
る 

十
月
二
十
二
日
時
代
祭
に
は 

 

三

条

町

 

奥

井

好

昭

氏 
 
 
 
 
 
 

畑 

智
久
氏 

畑 

尚
幸
さ
ん
以
上
三
名
が
、

城
南
流
鏑
馬

や

ぶ

さ

め

に
平
安
四
社
か
ら
出
仕
さ
れ

ま
す
。
当
日
の
行
列
の
応
援
を
お
願
い
し
ま

す 

次
に 

十
月
十
五
日
十
時
の
八
坂
神
社
月
次

祭
は 

明
倫
の
当
番
に
な
っ
て
い
ま
す 

学

区
の
皆
様
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
お
参
り
く
だ

さ
い
。 

毎週金曜日の午後は囲碁倶楽部で
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・
私
の
ひ
と
と
き
・ 

 
 
 
 
 


こ
の
町
に
住
み
始
め
て
早
５
年
半
が
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
町
で
の
最
大
の

楽
し
み
は
祇
園
祭
り
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
，
も
う
一
つ
あ
り
ま

す
。
毎
日
に
一
度
は
過
ご
す
喫
茶
店
で
の
ひ

と
と
き
は
私
に
と
っ
て
生
活
の
一
部
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
の
気
分
で
自
転
車

（
マ
マ
チ
ャ
リ
で
す
が
）
で
市
内
を
う
ろ
う

ろ
散
策
，
そ
し
て
ど
こ
の
茶
店
で
一
服
し
よ

う
か
な
？
と
。
こ
の
散
策
は
都
度
新
し
い
発

見
（
へ
ぇ
～
）
が
あ
り
京
都
の
歴
史
，
文
化

の
深
さ
を
再
認
識
。
ま
た
明
倫
内
で
も
二
日

と
明
け
ず
茶
店
通
い
し
て
い
ま
す
。
耳
障
り

の
よ
い
Ｂ
Ｇ
Ｍ
聴
き
な
が
ら
の
ん
び
り
ス

ポ
ー
ツ
紙
，
日
刊
誌
数
紙
に
目
を
通
し
た

り
，
ち
ょ
っ
と
し
た
書
き
物
（
じ
つ
は
週
末

の
ひ
と
と
き
，
こ
の
原
稿
も
）
し
た
り
、
タ

バ
コ
を
一
服
し
て
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
の

ひ
と
と
き
は
居
心
地
の
よ
い
わ
た
し
の
時

間
，
わ
た
し
の
居
場
所
で
す
。
こ
こ
で
す
ご

す
町
中
（
河
原
町
な
ど
）
と
は
ま
た
違
っ
た

こ
の
町
の
顔
が
見
え
ま
す
。
常
連
さ
ん
の
一

服
場
所
で
あ
っ
た
り
，。
平
日
は
仕
事
の
打

ち
合
せ
，
週
末
は
サ
ー
ク
ル
活
動
の
グ
ル
ー

プ
の
打
ち
合
せ
な
ど
な
ど
。  

コ
ー
ヒ
ー
，

新
聞
，
タ
バ
コ
，
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
私
の
喫
茶
店
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
４
点
セ
ッ
ト
で
す
。 

 
 

 

三
条
町 

岩
本 

  

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

★
芸
術
セ
ン
タ
ー 

九
月
二
十
八
日
か
ら
十
月
三
日 

演
劇
公
演
「
ア
ル
マ
即
興
」 

一
般
２
５
０
０
円 

学
生
２
０
０
０
円 

   

十
月
は
映
像
・
ダ
ン
ス
・
音
楽
を
用
い
た

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

  

十
一
月
六
日
１
５
：
０
０
・
１
９
：
０
０
開

演
、
七
日
１
９
：
０
０
開
演 

 
継
ぐ
こ
と
・
伝
え
る
こ
と
番
外
「
鳳
人
話 

ひ
の
と
り
ひ
と
の
は
な
し
」 

  
 
 

前
売
１
，
８
０
０
円 

 
 
 
 

当
日
２
，
０
０
０
円 

 
 
 
 

高
校
生
以
下
５
０
０
円 

   

十
一
月
二
十
一
日
第
２
７
３
回
市
民
寄
席 

  
 

１
４
：
０
０
開
演 

  
 

前
売
１
，
５
０
０
円 

 

★
高
倉
小
学
校 

 
 

高

倉

小

学

校

の

メ

ー

ル

takakura-s@edu.city.kyoto.jp 

 

９
／
１ 

 

避
難
訓
練, 

 

９
／
３ 

授
業
参
観, 

 

９
／
２
７~

２
９ 

み
さ
き
の
家
（
五
年
・
旧

海
の
家
）, 

１
０
／
３ 

 

運
動
会, 

 
 

１
０
／
８ 

前
期
終
業
式, 

 

１
０
／
９~

１
３ 

秋
休
み, 

 

１
０
／
１
４ 

後
期
始
式, 

１
０
／
１
９ 

秋
の
遠
足, 

１
０
／
２
０~

２
１ 

山
の
家
（
四
年
）, 

１
０
／
２
７ 

生
け
花
体
験
（
四
年
）, 

１
１
／
１
１ 

持
久
走
大
会, 

１
１
／
１
２ 

生
け
花
体
験
（
六
年
） 

 

１
１
／
２
４ 

授
業
参
観, 

 

１
２
／
６~

９ 

個
人
懇
談
会, 

１
２
／
２
４~

１
／
６ 

冬
期
休
業, 
 

★
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
明
倫 

 

毎
月
第
二
、
第
三
火
曜
日
の
朝
十
時
か
ら
十

一
時
半
ま
で
、０
歳
か
ら
就
学
前
の
子
供
に「
あ

そ
び
の
場
」
を
元
明
倫
幼
稚
園
で
行
っ
て
い
ま

す
。 

八
月
十
日
は
、
水
遊
び
が
で
き
る
場
所
も
つ
く

り
ま
し
た
。
園
庭
の
藤
だ
な
の
下
に
２
つ
の
プ

ー
ル
を
お
い
て
、
色
水
遊
び
や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
つ
く
っ
た
じ
ょ
う
ろ
で
遊
び
ま
し
た
。
お

盆
前
で
、
子
供
た
ち
の
数
は
少
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
二
十
七
組
の
親
子
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
は
じ
め
、
こ
わ
ご
わ
で
な
か
な
か
水
に

入
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
子
供
た
ち
で
す
が
、
最

後
は
「
も
う
一
回
」
と
も
っ
て
き
た
着
替
え
が

な
く
な
る
ま
で
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

ま
た
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
ジ
ャ
ン
グ

ル
ジ
ム
の
寄
付
も
あ
り
ま
し
た
。 

毎
月
第
二
火
曜
は
京
都
市
か
ら
保
険
・
保
育
士

さ
ん
や
、
地
元
学
区
の
社
協
、
民
生
の
皆
さ
ん

も
お
手
伝
い
に
こ
ら
れ
ま
す
。 

お
母
さ
ん
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

（
児
童
委
員 
百
足
屋
町 

北
川
） 

★
文
化
協
議
会
の
お
知
ら
せ 

一.

歴
史
文
化
講
演
会 

（
テ
ー
マ
未
定
） 

 

日
時 

 

十
月
二
十
五
日 

 
 
 
 
 
 

午
後
２
時~

３
時
３
０
分 

 

会
場 

 

未
定 

二
．
文
化
財
鑑
賞
会 

 

日
時 

 

十
六
年
十
二
月
上
旬 

 

場
所 

 

東
寺 

 
 
 
 

拝
観
区
域
に
加
え
五
重
塔
初
層
内 

 

参
加
料 

自
己
負
担
五
百
円
か
ら
千
円
程 

 
 

 

三
．
区
民
文
化
芸
術
作
品
展 

 

日
時 

 

十
七
年
三
月
七
日~

十
一
日 

 

会
場 

 

区
役
所
１
階
区
民
ホ
ー
ル 

 

各
申
し
込
み
、
募
集
方
法
は
市
民
し
ん
ぶ
ん
区

民
版
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
皆

様
の
ご
応
募
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
百
足
屋
町 

 
 

 

小
西
ま
で 

 

（
２
５
５
）
３
８
０
１ 

 

編
集
後
記 

明
倫
学
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
も
う
３
度
目
の
秋
を
迎
え
ま
す
。

「
ま
ち
な
か
を
歩
く
日
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
傍
観
者
の
立
場
が
一
躍
委

員
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
町
の
真
ん
中
の
学
区

は
時
代
の
流
れ
を
ま
と
も
に
受
け
、
ど
ん
ど
ん

と
変
貌
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
の
明
倫
学
区

の
お
話
を
聞
く
に
つ
け
、
諸
先
輩
が
守
ら
れ
て

き
た
も
の
を
上
手
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
微

力
な
が
ら
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
京

都
の
町
の
真
ん
中
、
大
切
に
し
た
い
町
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
足
屋
町 

 

小
島
冨
佐
江 

イラスト 
：馬井駄朗 


